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Ⅰ　 研 究の成果　　（1000字程度）
【緒言】 本研究プ ロジェク トでは、有機薄膜 中に規則構造 を有す る有機薄膜太陽電池の作
製、お よびそれ に向けた材料の合成 を 目的 として研 究を行 った。具体的 には、①有機 薄膜
中における ドナー、アクセプ ター分子 の ドメイ ンサイズ を励起子の拡散距離（10nm）程度に
制御 し、効率的な電荷分離を得るた めに、 ドナー分子 とアクセプ ター分子を化 学的に連結
させ た ドナー―ア クセプター ダイア ド分子の設計 と合成、お よび②膜 中での分子配向に異
方性 を持たせ、効率的な電荷輸送を行 うために、液晶性 の ドナー分子、 も しくは液晶性の
ドナーアクセプ ター分子 を用い た分子 の 自己組織化 に よる規則構 造 の構 築 の試 み を行 っ
た 。
【結果 と考察】① ドナー/アクセプター
ドメインサイズの制御　本研 究では、
ドナー―ア クセプ ターダイア ド分子 と
して、図1に 示す よ うなオ リゴチオ フ
ェン―フラー レンダイア ドを合成 した
（分子2）。ダイア ド分 子の薄膜 を作製
し、表面形態を原子間力顕微鏡 （AFM）
によ り検討 を行った。また、対象 とし
て、オ リゴチオフェン （図1の 分子1）
とPCBM（図1の 分子3）の物理的混
合薄膜 も同様に測定 を行った。AFM
位相像 よ り、混合薄膜 （図2a） では
100nmスケールの大 きな相分離構造
が観測 されたのに対 し、ダイア ド薄膜
（図2b）では、10　nm程度 の凝集構
造が観測 された。また、これ らの薄膜
図2.a） オ リゴチオ フ ェン とPCBMの 物理 的混合
薄膜 とb）ダイ ア ド薄膜 のAFM位 相 像
を用いて太陽電池を作製 した ところ、ダイア ドを用いた素子において外部量子収率が31％
と混合薄膜の12％に比べ2倍 以上に向上 した。以上の結 果よ り、ダイア ド分子 を用いるこ
とにより薄膜中での ドナー/アクセプターの ドメインサイズ を10nm程度 に制御 する ことに
より電荷分離効率を向上 させ ることに成功 した。
②薄膜中での分子配向の異方性 の導入　 示差走査熱量分析 、偏光顕微鏡観察 によ り、分子1
が液晶性 を示す ことが明 らか となった。一方、ダイア ド分子は液 晶性 を示 さなか ったが、
分子1と ダイア ド分子 との混合物 において液晶性 を示す ことが明 らか となった。 この混合
物 を用いれば、液晶分子の 自己組織化 を用いて、薄膜 中での ドナー とア クセプ ター分子の
配向に異方性 を導入す るこ とができると期待 できる。


